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	応用
	抗原情報
	背景
	SCF（SKP1-CUL1-F-boxタンパク質）ユビキチンリガーゼ複合体の必須成分であり、細胞周期の進行、シグナル伝達および転写に関与するタンパク質のユビキチン化を媒介します。SCF（SKP1-CUL1-F-boxタンパク質）ユビキチンリガーゼ複合体の必須成分であり、細胞周期の進行、シグナル伝達および転写に関与するタンパク質のユビキチン化を媒介します。SCF複合体では、F-boxタンパク質をCUL1にリンクするアダプターとして機能します。SCF複合体の機能特異性は、基質認識成分としてのF-boxタンパク質に依存します。SCF（BTRC）およびSCF（FBXW11）は、CTNNB1のユビキチン化を指示し、Wntシグナル伝達に関与します。SCF（FBXW11）は、リン酸化NFKBIAのユビキチン化を指示します。 SCF(BTRC)は、NFKBIB、NFKBIE、ATF4、SMAD3、SMAD4、CDC25A、FBXO5、CEP68、そしておそらくNFKB2のユビキチン化を誘導します（PubMed:25704143）。SCF(SKP2)は、リン酸化CDKN1B/p27kipのユビキチン化を誘導し、G1/S期移行の調節に関与しています。SCF(SKP2)は、ORC1、CDT1、RBL2、ELF4、CDKN1A、RAG2、FOXO1A、そしておそらくMYCとTAL1のユビキチン化を誘導します。SCF(FBXW7)は、サイクリンE、NOTCH1遊離ノッチ細胞内ドメイン（NICD）、そしておそらくPSEN1のユビキチン化を誘導します。SCF(FBXW2)はGCM1のユビキチン化を誘導します。 SCF(FBXO32)はMYOD1のユビキチン化を誘導します。SCF(FBXO7)はBIRC2とDLGAP5のユビキチン化を誘導します。SCF(FBXO33)はYBX1のユビキチン化を誘導します。SCF(FBXO11)はBCL6とDTLのユビキチン化を誘導しますが、TP53のユビキチン化は誘導しないようです。SCF(BTRC)はNFKBIAの「Lys-21」と「Lys-22」のユビキチン化を媒介します。この分解により、関連するNFKB1-RELA二量体が核に移行し、転写を活性化します。SCF(CCNF)はCCP110のユビキチン化を誘導します。SCF(FBXL3)とSCF(FBXL21)はCRY1とCRY2のユビキチン化を誘導します。 SCF(FBXO9)はTTI1とTELO2のユビキチン化を誘導します。SCF(FBXO10)はBCL2のユビキチン化を誘導します。
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	(1) 293T細胞溶解物、(2) NIH/3T3細胞溶解物におけるSkp1発現のウエスタンブロット解析。

